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１．はじめに

現在、鉄道高架において最も多用されているのが、ＲＣラーメン高架橋である。コンクリートの品質向上に

対する一つの取組みとして、ＲＣラーメン高架橋へ透水性型枠を適用することを試行した。まず供試体レベル

で施工性・外観向上・品質確認を行い、実際の構造物にて部分的に適用を試行したので、その結果を報告する。

２．透水性型枠の試験施工

図１のフロ－に基づき試験施工を実施した。①透水シ ①透水ｼｰﾄ損傷試験 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる損傷試験

－ト損傷試験では、４社の製品を用いた。②打継目の模 ｾﾊﾟ孔開孔による損傷試験

型試験では①の試験で問題ないシートに絞って試験を実 ②打継目の模型試験

施し、本体構造物へ適用して不都合がないか検討して、

本体構造物に施工した。 ③本体構造物に施工

図１：試験施工フロー

３．透水シ－ト損傷試験結果

透水１～４についての損傷試験結果を表１に 表１：透水シート損傷試験結果

まとめた。透水１は型枠への添付作業の施工性

は最も良いがバイブレ－タ－による損傷が少し

発生する。透水２・３はセパ孔開孔時に当て物

をして、型枠への添付を入念にすれば実用可能

と考えられる。透水４は損傷程度は問題ないが、

貼付時にしわが入る。以上の結果から、透水１～３について模型試験を実施する。

４．模型試験結果

脱型後の全景を写真１に

示す。透水１～３はすべてコ

ンクリート表面が密実となっ

ており、あばたはほとんど見

られなかった。透水１はまだ

ら模様ができた。透水２はし

わ・たるみができた。損傷試

験の結果と併せて評価し、本

体構造物には透水３を使用する 合板 透水１ 透水２ 透水３

ことにした。 写真１：模型試験

キーワード：透水性型枠、コンクリート品質向上、ラーメン高架橋

連絡先 〒675 006 大鉄工業株式会社 土木支店 加古川作業所-

作業所 加古川市加古川町篠原町87 2 .(0794)54 3160 (0794)54 3159- TEL - FAX -

透水シ－ト
種別

張付の ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ セパ孔開孔による損傷

種別 施工性 による損傷 当て物なし 当て物あり

透水１ Ｆ社製 ◎ × △ ○

透水２ Ｍ社製 △ ○ △ ○

透水３ Ｊ社製 ○ ○ △ ○

透水４ Ｔ社製 × ◎ ○ ○
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５．本体構造物への適用結果

本体構造物の柱と梁部の打継ぎ箇所とス

ラブと仕切壁の打継ぎ箇所に適用し施工を

した。見栄えは透水性型枠を使用した場

合、コンクリートの色の違いが歴然で黒っ

ぽくなり、目立った。これは生コンクリー

トの水分が型枠に排水される影響によるこ

とが考えられる。現場での施工は合板と変わ 柱・梁部 スラブ・仕切壁部

らなかった。見栄えを考えた場合には、打継 写真２：本体構造物

部に採用することは、美観上からは問題であ

ると考えられる。但し打継箇所が構造変化点となる高欄に適用すれば、色の違いは気にならなく、有効と考え

られる。今後、色の問題が解決すれば、他の部位への適用が考えられる。

６．促進中性化試験

模型試験体より、コアを採取して促進中性化試験を行った。これまでの施工試験等で比較的良好であった。

「透水３」試験体と通常の合板型枠試験体より、各々２体のコアを採取した。表２に示す促進中性化条件によ

り、２８日促進中性化試験を行った結果を表３に示す。この結果より、あきらかに透水性型枠の中性化抑制効

果が大きい結果となっている。さらに、√ｔ則であるＣ＝Ａ√ｔここに、Ｃ：中性化深さ（ｃｍ）、Ａ：中性

化速度係数（ｍｍ／年）、ｔ：Ｃまで中性化する期間（年）により、中性化速度係数を算出する。今回の２８

日間の促進中性化試験は、実環境に換算した場合約８年に相当すると考えられる。ここで、試験で得られた中

性化深さを用いて中性化速度係数を計算した結果を表４に示す透水性型枠の中性化速度係数は、合板型枠の

１／１０という結果となり、コンクリート表面が密実となる効果は現れていると考えられる。

表2.促進中性化環境条件 表3.試験結果：中性化深さ 表4.中性化速度係数

促進期間： 28日間 型枠種類 中性化速度係数( 年)型枠種類 コア 中性化深さ（ｍｍ） mm/

温度 ： 30±1℃ 透水性型枠 ０．２透水性型枠 .1 ０．６No

湿度 ：60±5 合板型枠 ２．２%RH 〃 .2 ０No

合板型枠 .3 ６．１CO %2濃度：5.0±0.2 No

〃 .4 ６．１No

７．まとめ

今回、透水性型枠による試験施工及び促進中性化試験を行った結果、外観においては密実なコンクリートと

なっており、促進中性化試験においても、通常の合板型枠と比べてコンクリート表面が密実となる効果は現れ

ていると考えられる。なお、今後は透水性型枠の適用部位の選択及び見栄え向上(コンクリートの色違い）の

検討をしていきたい。
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